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事例紹介の流れ

■芽室町の公共交通の取組・課題

■めむろコミ☆タク事業について

■事業の課題・今後の展望
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芽室町の概要

面積 513.76k㎡
町⺠数 18,181人
世帯数 7,983世帯

内訳 町⺠数 世帯数
市街地 14,359人 ６,759世帯
農村部 3,822人 1,224世帯

市街地

芽室町（めむろちょう）は、北海道河⻄郡にあ
る町。町名は、アイヌ語の「メム・オロ」（泉
から流れている川）に由来している。

令和3年12月31日現在。
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芽室町における公共交通の取組

【農村部】高齢者へのタクシー助成

令和2年5⽉〜開始
要件
・農村部に住⺠票を有する⽅
・75歳以上、または65歳〜74歳で運転免許証
返納者・運転免許証を持っていない⽅
助成額
・タクシー片道運賃半額相当のチケットを配布
・1か月あたり4枚

【市街地】コミュニティバス

平成23年11⽉〜運⾏開始
運賃

100円（小中学生50円、小学生未満無料）

運⾏路線
芽室町市街地を循環（停留所数約70か所）

運⾏時間
・所要時間1時間30分
・2時間おきに運⾏ ※その他、スクールバスへの混乗可能
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公共交通の課題 農村部の課題
タクシー助成
・高齢者に限られている。
・利⽤回数に制限がある。
・助成額は半額のため、遠距離居住者の負担が

大きい。
・タクシードライバー不⾜

市街地の課題
・バス1台での運⾏のため、

逆回りがない
・居住場所によっては、バス停まで

が遠い。
・バス⾞両の経年劣化経費圧迫

農村部みたいに
タクシー助成してほしい…

市街地みたいに
コミバス走らせてほしい…
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⺠間事業者
からの提案

定額制（サブスク型）の運行
・気軽にタクシーを利⽤してもらいたい。
・家族・利⽤者にとっても安⼼な運賃体系。

自家用有償運送とのコラボ

・タクシードライバーだけでは限界がある。
・商業者などの空き時間の活⽤。

車内での商品販売、商店街活性化

・タクシー乗⾞の目的化
・商業者などがドライバー業務を担う動機づけ
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事業概要

特徴

✓過疎地でのMaaS事業

✓⺠間タクシー事業者と
⾃家⽤有償運送との共同運⾏

✓サブスクリプション型

✓買物代⾏サービス
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実証事業概要
実証期間
2022年1月11日〜2月28日

実証地区
芽室町内上美生地区
（地区人口500人程度）

実証事業
予約制乗合タクシーの定期便。
1日6便（3往復）運⾏。
往路はNPO上美生の⾃家⽤有償運送、
復路は⺠間タクシー事業者が担当。

めむろコミ☆タク案内サイト
https://www.comitaku.jp/memuro
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事業の様子
運⾏状況
会員登録数／運⾏回数／乗⾞人数

その他
・NPOの運⾏する⾃家⽤有償運送

も利⽤が増加している。
・通院や買物以外に、市街地での

ランチ等で利⽤される⽅も。
・帰り便までの待ち時間に、

市街地を歩く機会ができた。
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事業における
現段階の課題

�高齢者がIT・キャッシュレスに慣れていない
・WEBからの乗⾞予約
・⾞内での買物代⾏発注
・クレジットカード決済

�定着まで時間がかかる

�ドライバーの確保（タクシー会社・有償運送）

�定額制（サブスク）の料⾦設定
・サブスク文化のない高齢者にどう浸透させるか

�町としての費用負担
・システム改修費、システムの維持費⽤
・市街地交通施策との費⽤負担のバランス
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今後の展望

課題の洗い出し
・実証結果の検証
・運⾏内容の⾒直し・改善

農繁期の実証運⾏
・コミバスは、冬季の⽅が

利⽤が増える
・一⽅、農閑期は同居家族の

協⼒が得られやすい

対象エリアの拡大
・他農村部への周知・協⼒依頼
・町全体での認知度向上

2022年5⽉〜7⽉に実証運⾏予定。
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